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Read the following article aloud.

Uji matcha, a premium powdered green tea cultivated in Kyoto for nearly 800 years, is 

experiencing an unprecedented surge in demand. Known for its balance of sweetness and 

astringency, it has gained popularity not only in Japan but also abroad, fueled by 

increasing interest in Japanese cuisine and health trends. Since autumn 2024, supply 

shortages have become common due to bulk-buying by tourists and rising global demand, 

with resellers marking up prices. The Japanese government plans to increase matcha

production to meet both domestic and overseas needs.

This demand spike has put significant pressure on local tea producers like Hosoi Farm, 

which has been inundated with requests for large quantities of matcha. The farm, once 

receiving few inquiries, now faces overwhelming demand, raising concerns about quality 

control and the risk of counterfeit products entering the market. Retailers have responded 

by temporarily suspending sales and limiting the quantity of matcha that customers can 

purchase.
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Prized Matcha from Kyoto Struggles to 
Keep Up with Surging Demand
海外での抹茶ブームや訪日外国人客の急増を背景に、約800年の歴史を誇る「宇治抹茶」が昨秋から品薄状
態になっているそう。高品質で希少な抹茶は手間がかかるため、もともと生産できる量には限りがあるとい
います。生産者を悩ませているだけでなく、「宇治茶ブランド」への悪影響も心配されています。あなたは
何かよさそうな対処方法が思い浮かびますか？

Continued on next page.
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Some stores, such as Tsuen Tea in Uji City, have seen inbound tourists bulk-buying 

matcha, contributing to shortages of rare items.

The increase in matcha exports reflects this trend, with Japan's green tea exports reaching 

record levels in 2023. Matcha-based products like lattes and sweets are in high demand 

globally, especially in markets like the U.S. and Southeast Asia. However, this has led to 

price hikes and the appearance of counterfeit matcha products on online shopping 

platforms. To combat this, Japanese companies are taking countermeasures to prevent 

excessive orders and ensure the authenticity of Uji matcha.

First repeat after your tutor and then read aloud by yourself.

1. astringency 渋み；厳しさ、辛辣さ；収れん性

The wine has a noticeable astringency that pairs well with rich foods.

2. mark up 値上げする、～の価格を上げる；～の点数を上げる；（原稿・文章など）校正する

The company marked up their luxury handbags by 15% to increase profits.

3. be inundated with （主語のところに）～が殺到する、押し寄せる；〜で水浸しになる、
あふれさせる；～に圧倒される

The customer service department was inundated with complaints after the product 

launch.

4. counterfeit 偽造の、偽りの；偽物、偽造品；～を偽造する、偽る；～のふりをする

The police arrested a man for selling counterfeit luxury watches.

5. price hike 価格上昇、値上げ

A significant price hike in oil has led to an increase in transportation costs.
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Questions3.
Read the questions aloud and answer them.

1. What factors have contributed to the rising global demand for Uji

matcha?

2. How have supply shortages affected retailers and their sales 

strategies?

3. What issues have emerged due to the increased popularity of 

matcha, aside from shortages?

4. In your opinion, what could be done to prevent counterfeit matcha

products from being sold?

5. If you had to recommend a Japanese food or drink to people abroad, 

what would you choose and why?
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海外での抹茶ブームや訪日外国人客（インバウンド）の急増を背景に、京都府宇治市周辺で約800

年にわたり生産されてきた「宇治抹茶」が、昨秋から品薄状態になっている。個人で消費しきれな

い量の抹茶を「爆買い」する訪日客も確認され、販売を一時休止したり、購入数を制限したりする

店も。海外では人気の高まりから高値で転売される動きまであり、国は輸出拡大も視野に抹茶の生

産増を目指す。

京都府内最大の茶の生産地・和束（わづか）町にある茶農家「細井農園」の交流サイト（SNS）に

は、昨秋ごろからこんなダイレクトメッセージ（DM）が届くようになった。

農園の細井堅太代表によると、発信者の大半は海外だが、そもそも農家に直接連絡が来ること自体

が珍しい。その後も海外から連絡が相次ぎ、数十～数百キロ単位で抹茶の購入を求めるメッセージ

が後を絶たないという。

「当初はほかの農家を紹介したりしていたが、今は対応しきれない」と細井代表。需要の急増によ

って粗悪品や偽物が出回れば「宇治茶ブランドに悪影響を与えるのでは」との懸念も抱くようにな

った。

鎌倉時代に生産が始まったとされ、香り高く、甘さと渋さのバランスが絶妙な宇治抹茶。米国など

では日本食ブームや健康志向の高まりから、抹茶を使ったラテやスイーツまで人気となっており、

財務省貿易統計によると、令和5年の抹茶を含む緑茶の輸出量は7579トン、輸出額は292億円と過去

最高を更新した。輸出量はこの10年で約2・5倍となり、輸出額の7割超を抹茶など「粉末状の茶」

が占める。

京都府内の製茶業者らでつくる京都府茶協同組合によると、宇治抹茶の品薄傾向が顕著になったの

は昨年10月末ごろからだ。特に高品質で希少な抹茶の需要が急増し、供給が追い付いていないとい

う。

茶道関係者らの固定客への販売を確保する必要もあり、一部の小売店では昨秋から販売を見合わせ

ている。また、京都市内の百貨店に入る店舗などでは、購入個数の制限を続けている。

出典：海外から熱中視「宇治抹茶」売れ過ぎ 訪日客も爆買い、販売制限の動きも
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宇治茶の老舗「通圓（つうえん）」（宇治市）でも、昨年11月ごろから訪日客を中心に大量の抹茶

を購入するケースが増加。1人の客が10個ほど買うこともあり、希少な一部商品は品薄になってい

るという。通円祐介社長は「百貨店などで抹茶の購入制限がされたことが影響したのではないか」

とみている。

京都府茶協同組合の担当者は「上級品はもともと数が少なく、手間もかかっている。生産できる量

には限りがある」とし、当面は購入数の制限といった措置もやむを得ないと指摘。「抹茶は長期保

管すると品質が落ちる。少しずつ必要な分を購入してほしい」と呼びかけている。

東南アジアなど海外のショッピングサイトでは、宇治抹茶を高額で転売したとみられるケースが多

数確認されている。中国では、宇治茶関連の商標が無断で登録される問題も発覚している。

タイのサイトでは昨年末、40グラムで定価約1500円の商品が、3倍近い約4400円で販売されていた

。宇治茶の老舗が販売していた商品で、扱う種類も多様だ。ベトナムやシンガポールなどのサイト

でも、同様に定価の2倍以上の値がついていた。

転売とみられる行為と今回の需要増との因果関係は明らかでない。ただ、こうした行為を受け、国

内企業の中には、転売目的で抹茶を購入しないよう強く呼びかけるところもある。同一住所への大

量発送や転売が想定される過剰な注文には応じないといった対策を講じている。

海外のショッピングサイトでは、老舗の宇治抹茶の類似品・模造品の販売も確認されているという

。中国では無断で「京都宇治」が商標登録され、京都府茶協同組合が2019年11月、中国当局に無

効取り消しを請求。21年1月に請求が認められていた。

■宇治茶 京都府宇治市を中心にした周辺地域で栽培され、京都府内の業者が地元で仕上げて加工

した茶。鎌倉時代、禅僧・栄西が中国から持ち帰った茶種が宇治に植えられたのが始まりとされる

。最初は茶葉を乾燥させた「てん茶」を粉末状にした抹茶が飲まれていたが、江戸時代に新芽を蒸

して熱乾燥させる宇治製法が生み出され、「煎茶」として庶民に広まった。
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